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１
㌶
当
た
り
年
額
３
千

円

１
伐
採
期（
最
長
70

年
・
収
穫
後
に
返
還
）

ス
ギ
な
ど

産
業
政
策
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
請
書
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、抽
選
に
よ
り
借
受
者
を
決
定

し
ま
す

４
月
27
日（
金
）ま
で

林
を
適
切
に
保
全
・
管
理
す
る
た

め
、次
世
代
に
向
け
た
森
林
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
ら
森
林
づ
く
り
を

し
、大
切
に
育
て
た
木
を
使
っ
て
、

将
来
の
家
づ
く
り
な
ど
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
未
来
へ

つ
な
ぐ
市
民
の
森も

林り

づ
く
り
事
業
」

と
し
て
、市
有
林
の
貸
し
付
け
を
実

施
し
ま
す
。森

林
づ
く
り
に
意
欲
の

あ
る
市
民

津
山
町
地
内

10
区
画

１
区
画
当
た
り
約
１

　

三
幸
学
園
で
は
、地
域
の
特
産

物
を
活い

か
し
た
商
品
の
開
発
・
流

通
・
販
売
ま
で
、一
連
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て

い
ま
す
。今
回
、関
連
分
野
へ
の
就

職
が
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

５
月
31
日（
木
）〜
９

月
28
日（
金
）

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学

校（
旧
米
山
高
校
）

無
料（
教
科
書
代
等
は

別
途
自
己
負
担
）

５
月
９
日（
水
）ま
で

15
人

学
校
法
人
三
幸
学

園
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

担
当
＝
佐
藤
・
高
橋
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５
５
）３
７
７
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本
市
の
伝
統
野
菜
で
あ
る「
観

音
寺
セ
リ
」を
守
り
、生
産
量
を
拡

大
す
る
た
め
に
、栽
培
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。講
習
会
終
了
後
も
、

積
極
的
に
観
音
寺
セ
リ
を
生
産
す

る
意
欲
の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
〜
12
月
の

年
５
回
程
度

迫
町
北
方
南
観
音
寺
地
内

の
セ
リ
田セ

リ
田
の
準
備
や
種
ゼ
リ

の
定
植
、収
穫
な
ど
、実
際
に
セ
リ

田
を
使
い
作
業
を
し
な
が
ら
、生

産
者
か
ら
栽
培
方
法
を
学
び
ま
す

無
料６

人
程
度

４
月
10

日（
火
）ま
で
、氏
名
、住
所
、電
話

番
号
、生
年
月
日
を
電
話
、ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

（
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係
）
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４
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市
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
市
有
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☎

産
業
経

済
部
産
業
政
策
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
自
由

に
話
を
す
る「
回
想
法
」は
、高
齢

期
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
ち
、脳

や
対
人
交
流
を
活
性
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
で
着
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
、登
米
市
に
初
め

て
グ
ル
ー
プ
回
想
法
が
導
入
さ
れ

た
結
果
、参
加
者
の
認
知
機
能
全

般
と
記
憶
に
改
善
が
み
ら
れ
、そ

の
内
容
が
ア
メ
リ
カ
老
年
学
会
、

国
際
記
憶
学
会
な
ど
で
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、グ
ル
ー
プ
回
想
法

講
座
を
登
米
市
で
再
度
開
講
を

予
定
し
て
い
ま
す
。開
講
に
当
た

り
、事
前
に
詳
細
の
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。毎
日
を
も
っ
と
楽
し

く
生
き
生
き
と
過
ご
し
た
い
人
、

認
知
症
に
つ
い
て
気
に
な
る
人
な

ど
、友
人
な
ど
と
お
誘
い
あ
わ
せ

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

20
歳
以
上
に
な
る
と
、学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、学
生
は
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大

学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
す
。本

人
の
前
年
所
得
が
、次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。１

１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

※
詳
し
く
は
、年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

の
上
、気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
回
想
法
で
楽
し

く
認
知
症
対
策

４
月
13
日（
金
）午
後
２
時

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

４
月
６
日（
金
）

福
祉
事
務
所
長
寿
介

護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー　

長
寿
保
健
科
学
研

究
室

死hosokaw
a@
ncgg.go.jp

◉

　

グ
ル
ー
プ
回
想
法
実
施
に
伴
い

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

若
干
名

グ
ル
ー
プ
回
想
法
実
施
補

助

平
成
30
年
５
月
〜
12
月

（
非
常
勤
）

隔
週
月
〜
金
曜
、午

前
10
時
〜
正
午（
２
時
間
×
５
日

＝
10
時
間
／
１
カ
月
）

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
給
与
規

定
に
よ
る登

米
市
在
住
、あ
る
い
は

登
米
市
で
の
業
務
遂
行
が
可
能
な

人

看
護
師
、保
健
師
、

介
護
福
祉
士
、ま
た
は
こ
れ
ま
で

医
療
・
福
祉
・
教
育
分
野
で
の
業
務

経
験
の
あ
る
人履

歴
書
１
通（
書
式

問
わ
ず
。要
写
真
貼
付
）

４
月
６
日（
金
）

必
着（
メ
ー
ル
で
の
提
出
不
可
）

〒
４
７
４
―
８
５
１
１　

愛
知
県

大
府
市
森
岡
町
７
丁
目
４
３
０
番

地　

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー　

長
寿
保

健
科
学
研
究
室

国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー　

長
寿
保
健
科
学

研
究
室
長　

細
川
彩

死 hosokaw
a@
ncgg.go.jp

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

下田中53番地8


